
概要
高強度レジスタンス運動（RE）は、動脈スティフネス（動脈硬
化度）を増大させることが報告されている。一方で、静的スト
レッチング（STR）は動脈スティフネスを低下させる可能性が示
唆されている。本研究では、RE後に実施するSTRが動脈スティフ
ネスに及ぼす影響を検討した。
その結果、STR試行では、RE後に上腕動脈―足首間脈波伝播速度
（baPWV）、頸動脈コンプライアンス、スティフネスパラメー
タβはいずれも一時的に低下したが、早期に回復した。一方、コ
ントロール試行では、RE後にこれらの指標が低下し、その後も
低下した状態が持続した。
以上の結果から、高強度レジスタンス運動後に静的ストレッチ
ングを実施することは、動脈スティフネスを低下させる可能性
があることが示唆された。
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